
三島地域広域避難 検討シナリオ（案）

○広域避難検討として、淀川の想定最大（L2）規模における避難を想定。
○三島地域（安威川）における淀川の想定最大と同じ降雨とした場合、安威川では1/100相当となる。

淀川L2相当
安威川洪水浸水想定区域検討

L2 1/100 1/30 1/10

対象波形 H25T18 S47.9.15 S47.9.15 S47.9.15 S47.9.15

ピーク時間雨量
(相川地点上流：mm/h)

39.4 189.5 60 50 40

24時間雨量
(相川地点上流：mm/24h)

307 776.1 247 203 162

ピーク流量
（相川地点：m3/s）

1,233 6,162 1,785 1,356 993

9/15 12:00～9/16 11:00
360mm/24h

9/15 12:00～9/16 11:00
307mm/24h

・24時間降雨量で
は、1/100を超過

するが、安威川の
洪水では、1/100
で時間60mmを越
え。1/30でも時間
50mmを越えてお

り、非常にシャー
プな洪水となって
いる。

・流量規模では、
1/30以下となるが、
1/30規模では安

威川ダム整備後
に氾濫がなくなる
ことから、シナリオ
としては安威川
1/100規模のシナ
リオを想定。

安威川浸水想定1/100規模

安威川浸水想定1/30規模

③
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参考：安威川ダムによる効果

安威川(1/30) 安威川(整備後1/30)

安威川(1/100) 安威川(整備後1/100)

※浸水なし

参考：浸水深と避難行動の関係
・3.0m未満：1階浸水
⇒2階建て以上は垂直避難が可能

・3.0m以上5.0m未満：2階浸水
⇒2階建て以下は水平避難が必要

○安威川の浸水想定の検討において、1/30規模では、安威川ダムを含む現行の神崎川ブロック河川整備計
画完成時には、摂津市域の浸水被害は解消。
○1/100規模では、浸水範囲も大幅に減少することから、今後の広域避難を検討するにあたっては、1/30
規模ではなく、1/100規模の改修後を前提にシナリオを作成。
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③
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 　　安威川ダムの効果　　　　　　　出典：大阪府 都市整備部 河川室「淀川水系安威川流域洪水リスク表示図」
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